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審 査 結 果 の 要 旨
有機小分子レベルの現象をマクロな現象に結びつける方法論は,生体システムのように精密かつ効率
的な新しい機能の開発に利用できる｡しかし,有機′J､分子を用いてマクロな有機物質システムを構築す
る化学的方法が確立されていないために,この研究は進んでいない｡本研究は,光学活性なねじれた芳
香族小分子-リセンを取り上げ,合成化学的方法と分子集合体形成によって,マクロスケールの組織化
された物質を構築したものである｡-リセンを連結してエチニル-リセンオリゴマーを合成し,これが
-テロ二重ラセンを形成することを示した｡この二分子会合体は複合体会合を起こしやすく繊維状構造,
ベシクル構造あるいは膜構造の自己集合体形成を形成する｡さらに,これらが複合化して,オルガノゲル,
液晶あるいは異方性繊維といったセンチメー トルサイズの組織化された物質を構築した｡分子レベルか
らマクロな物質にスケールを段階的に大きくする方法論を開発したものである｡この間,様々な物質を
化学合成して系統的に組み合わせを検討したことが本研究の基盤となっている｡
本研究では,様々な側鎖を有する光学活性エチニル-リセンオリゴマーを合成し,ホモ二重ラセンの
構造および安定性を調べた｡その結果,側鎖構造が大きな影響を与えることを示した｡
･次いで,鏡像関係にあるエチニル-リセンオリゴマーを溶液中で混合すると,強く会合して-テロ二
重ラセンを形成することを示した｡ここで,-リセン数と側鎖の組み合わせによって多様な性質の-チ
ロ二重ラセン複合体を得た｡この研究のように-テロ二重ラセン化合物を広く系統的に提供した例はな
い｡
オリゴマーの構造,組み合わせと溶媒,温度,濃度などの外的環境と-テロ二重ラセン形成の関係を
詳しく調べた｡ トルエン中で繊維構造の会合体を形成して,これがゲルを与えることを示した｡ジェチ
ルエーテル中では膜厚が約 2mmで中空のベシクルを形成することを見出し,-テロ二重ラセンの単分子
膜によって構築されていることを示した｡ペプチ ド誘導体あるいは両親媒性化合物でない物質でこのよ
うな規則的集合体を形成したことには意義がある｡
環状エチニル-リセンオリゴマーを用いると,ベシクルのネットワークを形成することを見出した｡
また,この化合物と16炭素末端を有するオリゴマーはトルエン中で液晶を形成することも示した｡さら
紘,液晶状態における分子配向を利用してセンチメー トル長の単一 ドメイン繊維状物質を得た｡以上は,
有機小分子をもとにして,ナノ,ミリ,センチメー トルサイズの異方的構造物質を制御して構築できる
ことを示した結果である｡
本論文は-リセン小分子レベルをマクロな物質にスケールを段階的に大きくする方法論を開発したも
のである｡その過程で,様々な物質レベルにおける構造,反応性あるいは会合挙動に関して多くの新た
な知見を得た｡その内容は高い学術的価値を有するものであり,博士 (薬学)の学位論文として合格と
認める｡
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